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●　諏訪湖の水質の変遷

諏訪湖の富栄養化は明治後半の製糸業盛んな頃から始まるとされており、特に高度成長期の昭和３０年代半ばから諏訪湖の水質は急激に悪化し、昭和５３年にピークを迎えました。

昭和４４年度より開始された浚渫事業、昭和４８年に「諏訪湖水域に係る上乗せ排水基準（BOD、ＳＳなど）」の設定、昭和５４年度に公共下水道（諏訪湖流域下水道）の供用開始、さらに平成６年に「諏訪湖水域に係る上乗せ排水基準（窒素、リン）」の設定により、湖の水質悪化にようやく歯止めがかかりました。現在水質は徐々に改善され平成１３年度には全リン（Ｔ－Ｐ）が環境基準を下回り、透明度もきわだって改善傾向にありますが、有機物質濃度の指標であるCOD、全窒素（Ｔ－Ｎ）ともにその効果がきわだっておらず、環境基準も達成できていません。






●窒素（Ｎ）とリン（Ｐ）


　生物の成育にとって欠くことのできない栄養塩です。しかし、湖に必要以上に増えるとプランクトンの異常発生の原因となりなす。





Ｔ－Ｎ


　水中の無機性窒素と有機性窒素の総量です。無機性は、アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素、硝酸性窒素を指します。有機性窒素は、タンパク質をはじめ種々の有機化合物の窒素をいいます。





Ｔ－Ｐ（全リン）


　水中のリン化合物の総量をそのリンの量で表したものです。











昭和５８年は結氷のため、欠測です。





●透明度


　直径30cmの白色の円板を水中に降ろし、見えなくなった時の水深で表します。


水が澄んでいると、透明度は大きな値になります。





●COD（化学的酸素要求量）


　水中の有機物を酸化剤で科学的に分解した時に消費される酸素の量をいい、湖沼、海の汚れの代表的な指標です。数値が大きいほど汚れが進んでいます。
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